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大
越
の
安
全
を
守
る

　

今
回
の
消
防
団
だ

よ
り
で
は
、
大
越
地

区
隊
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。

地域の安全安安心を守る心を守る
　　田村市消防団田村市消防団

No.52

消防団だより

田
村
市
産
業
団
地
内
で

放
水
訓
練
を
実
施

　

11
月
6
日
、
第
１
分
団
が
産

業
団
地
内
で
の
災
害
を
想
定
し

た
放
水
・
中
継
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

消
防
ポ
ン
プ
6
台
が
出
動
し
、

消
火
栓
・
調
整
池
か
ら
火
元
ま

で
を
ホ
ー
ス
で
つ
な
ぎ
、
長
距

離
で
の
送
水
時
に
注
意
す
る
こ

と
な
ど
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

団
員
た
ち
は
、
情
報
伝
達
や

ポ
ン
プ
設
置
・
操
作
、
ホ
ー
ス

展
張
な
ど
の
役
割
を
務
め
な
が

ら
、
互
い
に
連
携
し
、
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

秋
季
火
災
予
防
運
動
の
実
施

　

11
月
9
日
か
ら
15
日
に
実
施

さ
れ
た
秋
季
全
国
火
災
予
防
運

動
に
合
わ
せ
、
13
日
に
防
火
パ

レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

防
火
パ
レ
ー
ド
に
は
、
団
員

23
人
・
消
防
車
両
9
台
が
出
動

し
、
町
内
を
巡
回
し
、
市
民
へ

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

火
災
予
防
に
つ
い
て
広
報
を

実
施
し
意
識
向
上
を
図
り
ま
し

た
。

消防団に入りませんか？
　消防団員は非常勤特別職の公務員。普段はそれ
ぞれ自分の仕事をしています。「自分の住むまち
を自らの手で守る」という信念のもと、一人一人
ができる範囲で活動しています。あなたもその一
員になりませんか？
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『
三さ

ん
じ
ゅ
う
さ
ん

十
三
観か

ん
の
ん音

』

　
観か

ん
ぜ
お
ん
ぼ
さ
つ

世
音
菩
薩
が
33
の
姿
に
変
化

し
、
衆し
ゅ
じ
ょ
う生（
生
命
の
あ
る
す
べ
て

の
も
の
）を
救
う
と
い
う
観
音
信

仰
が
、
飛
鳥
時
代
に
中
国
か
ら
日

本
に
伝
来
し
ま
す
。
こ
の
信
仰
は

平
安
時
代
に
な
っ
て
貴
族
社
会
に

定
着
し
、
観
音
霊
場
参
詣
が
活
発

化
す
る
中
で
、
近
畿
地
方
を
中

心
に
点
在
す
る
観
音
菩
薩
を
ま

つ
る
札
所
寺
院
33
か
所
を
巡
る

西さ
い
ご
く
さ
ん
じ
ゅ
う
さ
ん
し
ょ

国
三
十
三
所
が
形
成
さ
れ
、
こ

れ
を
巡
礼
参
拝
す
る
こ
と
で
現
世

で
の
罪
が
消
滅
し
、
極
楽
往
生
で

き
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
国
三
十
三
所
の
影
響
を
受

け
、
東
国
に
も
坂
東
三
十
三
所
や

秩
父
三
十
三
所
な
ど
が
設
け
ら

れ
、
田
村
市
関
連
で
い
え
ば
室
町

時
代
に
福
島
県
中
通
り
地
方
に
仙

道
三
十
三
所
が
で
き
、
今
の
堂
山

王
子
神
社（
船
引
町
門
沢
・
旧
堂

山
寺
）、
日
渡
神
社（
船
引
町
新

舘
・
旧
満
願
寺
）、
入
水
寺（
滝
根

町
菅
谷
）の
3
カ
所
が
札
所
と
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
修
行
僧
や
修
験
者
な

ど
が
巡
礼
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
庶
民
の

間
で
大
い
に
流
行
し
、
各
地
に
形

成
さ
れ
た
三
十
三
所
巡
礼
が
盛
ん

に
行
わ
れ
ま
し
た（
県
内
で
は
会

津
三
十
三
所
が
有
名
。
田
村
市
関

連
で
は
三
春
三
十
三
所
な
ど
が
あ

り
ま
す
）。
そ
う
し
た
中
で
も
西

国
三
十
三
所
は
憧あ
こ
が
れ
の
聖
地
で
、

田
村
市
菅
谷
・
入
水
寺
の
裏
山

に
所
在
す
る
市
指
定
史
跡「
入い
り
み
ず水

三
十
三
観
音
」は
、
自
然
の
岩
な

ど
に
浮う
き
ぼ彫
り
さ
れ
た
磨ま
が
い
ぶ
つ

崖
仏
で
、

1
8
5
0（
嘉か
え
い永
3
）年
に
寺
の
信

徒
が
西
国
三
十
三
所
を
巡
礼
し
た

記
念
に
、
各
札
所
の
土
を
持
ち
帰

り
、
造
立
し
た
像
の
下
に
埋
め
た

と
さ
れ
ま
す
。
浮
彫
り
さ
れ
た
33

体
の
像
に
は
西
国
三
十
三
所
そ
れ

ぞ
れ
の
札
所
名
と
寺
名
、
本
尊
名

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
未
指
定
で
は
あ
り
ま

す
が
、
船
引
町
芦
沢
字
本
郷
に
所

在
す
る「
西
国
三
十
三
所
供
養
塔
」

は
1
8
6
1（
文
久
元
）年
の
銘
が

あ
り
、
観
音
像
そ
れ
ぞ
れ
に
入
水

三
十
三
観
音
と
同
じ
よ
う
に
札

所
名
や
本
尊
名
な
ど
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
明
治
の

廃は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
の
際
に
像
が
毀こ
わ

さ
れ
部

分
的
に
破
損
し
て
い
ま
す
。

　
西
国
三
十
三
所
崇
拝
を
物
語
る

文
化
財
と
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
船

引
町
の
片
曽
根
山
頂
付
近
に
あ
る

岩
壁
に
線
刻
さ
れ
た
市
指
定
史
跡

「
片
曽
根
三
十
三
観
音
」が
あ
り
ま

す
。
江
戸
時
代
後
期
、
重
病
を
患
わ
ず
ら

っ
た
付
近
住
人
が
、
自
分
の
病
気

が
治
る
よ
う
に
と
西
国
三
十
三
観

音
を
彫
っ
て
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、

願
い
が
通
じ
病
気
が
治
っ
た
と
い

う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
西
国
三
十
三
所
に
は

現
在
も
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
、

2
0
1
9（
令
和
元
）年「
日
本
遺

産
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

次回は「地名」を紹介する予定です。
田村市の文化財一覧はこちら▶▶▶

2

3

1 入水三十三観音
2 西国三十三所供養塔（芦沢本郷）
3 片曽根三十三観音

水廻りの工事・修理・リフォーム承ります
●水道修理、排水詰り、流し台、洗面ユニット、水洗便器交換、ユニットバス、
　浴槽入替工事、石油ガス給湯器修理交換、シャワー水栓交換、ポンプの修理交換、
　浄化槽工事、プロパンガス・灯油販売、上記以外の工事も承ります

      《水道工事指定店》　《下水道工事指定店》

㈱マルショウ田母神
本社　田村市船引町東部台四丁目 283
　　　TEL0247-82-5711  FAX0247-82-5712
支社　郡山市富久山町福原字釜沼 7-1
　　　TEL024-944-2371  FAX024-944-0708

フリーダイヤル
0120-194-090
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